
横
浜
の
都
市
構
造

起
伏
に
富
み

緑
が
身
近
に
あ
る
大
都
市

　
横
浜
市
は
、
起
伏
に
富
ん
だ
複
雑
な
地
形
の
上
に

形
成
さ
れ
て
い
る
都
市
で
あ
る
。

　
市
の
中
央
か
ら
西
側
に
は
、
北
は
多
摩
丘
陵
、
南
は

三
浦
丘
陵
に
連
な
る
丘
陵
部
が
縦
断
し
、
そ
こ
か
ら

鶴
見
川
、
入
江
川
、
滝
の
川
、
帷
子
川
、
大
岡
川
、
宮

川
、
侍
従
川
が
東
京
湾
へ
、
境
川
が
相
模
湾
へ
と
流
れ

る
。
ま
た
、
市
北
東
部
か
ら
中
央
部
に
か
け
て
下
末
吉

台
地
が
広
が
り
、
坂
や
傾
斜
地
の
多
い
地
形
を
作
り

出
し
て
い
る
。
［
図
２
］

　
ま
た
、
市
域
の
約
４
分
の
１
に
相
当
す
る
部
分
が
、
開

発
等
が
抑
制
さ
れ
る
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
り
、
さ
ら

に
そ
れ
が
市
街
化
区
域
に
入
り
込
む
よ
う
に
指
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
緑
地
や
農
地
の
緑
、
川
な
ど
の
自
然
環
境
が

身
近
な
場
所
に
あ
る
、
と
い
う
の
が
横
浜
の
特
徴
で
あ
る
。

人
口
の
急
増
と

都
市
の
骨
格
の
形
成

　
人
口
が
急
増
し
た
高
度
成
長
期
は
、
下
水
や
道
路

な
ど
の
都
市
基
盤
施
設
や
、
学
校
や
保
育
所
な
ど
生
活

に
必
要
な
施
設
な
ど
の
整
備
が
人
口
の
増
加
に
対
応

し
き
れ
な
い
ま
ま
に
、
無
秩
序
に
市
街
地
が
拡
大
す

る
、
い
わ
ゆ
る
ス
プ
ロ
ー
ル
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
横
浜
市
の
市
街
化
の
様
子
を
人
口
集
中
地
区
の
広

が
り
か
ら
見
て
み
る
と
［
図
３
］
、
西
区
や
中
区
、
南
区

と
い
っ
た
古
く
か
ら
の
市
街
地
か
ら
市
郊
外
部
へ
と
広

が
る
形
で
進
ん
で
い
く
な
か
、
6
0
～
7
0
年
代
に
人
口
集

中
地
区
の
占
め
る
割
合
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
六
大
事
業
（
み
な
と
み
ら
い
2
1
な
ど
の
都
心
部

強
化
、
金
沢
地
先
埋
立
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
、

高
速
鉄
道
の
建
設
、
高
速
道
路
の
建
設
、
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ

の
建
設
）
は
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
に
計
画
さ
れ
、
現

在
の
横
浜
の
都
市
の
骨
格
を
な
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
の
線
引
き
に
よ
り
、
市
域
の
約
４

分
の
３
が
市
街
化
区
域
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
約
7
4
％

が
住
宅
系
で
あ
る
。
こ
の
割
合
は
、
他
の
大
都
市
と
比

べ
て
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
約
1
0
％
の
商
業
系
は

駅
周
辺
な
ど
を
中
心
に
、
約
1
6
％
の
工
業
系
は
、
主
に

鶴
見
区
や
金
沢
区
の
臨
海
部
や
港
北
区
、
都
筑
区
の

内
陸
の
工
業
地
帯
な
ど
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
実
際
の
土
地
利
用
の
現
況
を
み
て
み
る
と
、
住
宅

用
地
が
3
3
・
６
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
道
路
交
通
施

設
用
地
が
1
6
・
０
％
、
そ
し
て
農
地
・
樹
林
地
が
1
5
・

４
％
と
な
っ
て
い
る
。
過
去
か
ら
の
推
移
を
見
る
と
、
工

業
施
設
用
地
や
農
地
・
樹
林
地
の
比
率
が
減
少
し
、

住
宅
用
地
の
比
率
は
一
貫
し
て
増
加
が
続
い
て
い
る
。

［
図
１
］

土地利用の割合の推移

９
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高
ま
る
交
通
の
利
便
性

　
こ
の
よ
う
な
市
街
地
の
拡
大
や
人
口
増
加
は
、
鉄

道
や
道
路
な
ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。
特
に
、
鉄
道
駅
の
新
設
に
よ
り
、
そ
れ

と
一
体
的
、
ま
た
は
そ
れ
を
見
込
ん
だ
住
宅
地
の
開
発

な
ど
が
行
わ
れ
た
場
合
、
周
辺
地
域
に
人
を
呼
び
寄
せ

る
こ
と
に
な
る
。

　
鉄
道
の
一
日
あ
た
り
の
利
用
人
員
は
、
こ
こ
1
0
年
増
加

傾
向
に
あ
る
。
震
災
の
影
響
も
あ
っ
て
か
１
１
（
平
成
2
3
）

年
度
に
若
干
減
少
し
、
ま
た
、
路
線
別
で
は
、
長
期
的

に
は
利
用
者
数
が
緩
や
か
に
減
少
傾
向
に
あ
る
と
見

ら
れ
る
路
線
も
あ
る
が
、
今
後
も
神
奈
川
東
部
方
面

線
の
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
市
民
の
利
便
性

が
よ
り
高
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
も
う
ひ
と
つ
の
要
で
あ
る

横浜市の地形
図2

社
会
の
変
化
と
横
浜
の
現
状

道
路
で
あ
る
が
、
横
浜
市
の
都
市
計
画
道
路
整
備
率

は
1
2
（
平
成
2
4
）
年
３
月
末
現
在
6
5
・
９
％
で
、
指
定
都

市
の
中
で
は
低
い
。
し
か
し
、
新
駅
の
開
業
や
駅
周
辺

の
道
路
な
ど
の
整
備
も
行
わ
れ
た
結
果
、
最
寄
り
の

駅
ま
で
1
5
分
で
到
達
で
き
る
エ
リ
ア
が
広
が
り
、
エ
リ

ア
内
の
人
口
割
合
も
8
8
・
４
％
と
な
っ
た
。
路
線
バ
ス
の

一
日
平
均
の
乗
車
人
員
は
、
こ
れ
ま
で
減
少
傾
向
に

あ
っ
た
が
、
鉄
道
と
は
逆
に
１
１
（
平
成
2
3
）
年
に
増
加
し

て
い
る
。
今
後
迎
え
る
で
あ
ろ
う
超
高
齢
化
・
人
口
減

少
社
会
に
お
い
て
は
、
地
域
に
よ
っ
て
、
例
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
よ
う
な
、
人
口
の
規
模
や
年
齢
構
成
な
ど

そ
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
移
動
手
段
の
確
保
が
必

要
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
今
後
は
、
耐
震
性
の
強
化
す
る

な
ど
既
存
の
施
設
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
課
題

と
い
え
よ
う
。

人口集中地区の広がり図3

鉄道の一日当たり利用人員の推移図4
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住
ま
い
の
環
境

持
ち
家
の
う
ち
４
割
が
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

共
同
住
宅
に
居
住

　
生
活
の
場
で
あ
る
住
ま
い
の
状
況
に
つ
い
て
、
持
ち
家

か
、
賃
貸
か
と
い
う
所
有
の
関
係
の
視
点
で
み
て
み
る

と
、
1
0
（
平
成
2
2
）
年
時
点
で
持
ち
家
に
住
ん
で
い
る
世

帯
は
5
8
・
８
％
。
う
ち
６
割
が
一
戸
建
、
４
割
弱
が
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
共
同
住
宅
を
住
ま
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
民

営
の
借
家
に
住
ん
で
い
る
世
帯
は
2
9
・
９
％
で
あ
る
。
［
図

１
］
2
0
大
都
市
を
比
較
す
る
と
、
東
京
都
区
部
や
川
崎

市
の
ほ
か
大
阪
市
、
名
古
屋
市
、
福
岡
市
な
ど
の
持
ち

家
率
が
　
4
0
％
台
以
下
で
あ
る
の
に
対
し
、
横
浜
市
は

比
較
的
持
ち
家
率
が
高
め
で
あ
る
。
特
に
、
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
の
共
同
住
宅
に
住
ん
で
い
る
割
合
は
最
も
高

く
な
っ
て
い
る
。
［
図
２
］

新
た
な
住
宅
の
供
給
と

空
き
家
の
増
加

　
横
浜
市
の
住
宅
数
（
戸
数
）
は
、
人
口
が
急
増
し
て
い
た

6
0
年
代
に
は
、
世
帯
数
よ
り
少
な
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、

7
3
（
昭
和
4
8
）
年
以
降
の
調
査
で
は
8
3
（
昭
和
5
8
）
年
調

査
を
除
い
て
世
帯
数
が
住
宅
数
を
上
回
り
、
住
宅
の
数

は
充
足
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
増
加
す
る
住
戸
の
状
況
を
、
新
設
住
宅
の
着
工
件
数

か
ら
み
る
と
［
図
３
］
、
8
1
（
昭
和
5
6
）
年
か
ら
件
数
が
大

き
く
増
加
し
、
ピ
ー
ク
時
の
8
7
（
昭
和
6
2
）
年
に
は
年
間

６
万
戸
以
上
の
新
た
な
住
戸
が
供
給
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
短
期
的
な
増
減
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
長
期
的
に
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
近
年
は
ピ
ー
ク
前
の
8
0
年
代
初
頭
よ

り
少
な
く
な
っ
た
。
8
0
年
代
初
め
に
最
も
多
く
供
給
さ

れ
て
い
た
の
は
分
譲
用
で
、
賃
貸
用
は
持
ち
家
の
戸
数

よ
り
少
な
か
っ
た
の
だ
が
、
バ
ブ
ル
期
に
入
っ
て
一
気
に
賃

貸
用
が
急
増
、
着
工
総
数
を
押
し
上
げ
た
。

　
新
た
な
住
居
が
供
給
さ
れ
続
け
、
0
8
年
に
は
住
宅
数

は
約
１
６
６
万
戸
と
な
る
一
方
で
、
そ
の
９
・
７
％
、
約
1
6

万
戸
が
空
き
家
と
な
っ
て
お
り
［
図
４
］
、
そ
の
８
割
以

上
を
共
同
住
宅
が
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
区
別
に
み
る
と
、

西
区
、
中
区
、
南
区
と
い
っ
た
市
中
心
部
で
空
き
家
率
が

1
3
～
1
4
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
人
口
が
急
増
し
た
6
0
年
代
後
半
か
ら
7
0
年
代

を
中
心
に
、
市
営
住
宅
な
ど
の
公
的
住
宅
が
建
設
さ
れ

た
。
現
在
で
は
約
３
万
戸
の
市
営
住
宅
を
含
む
約
１
１

万
戸
の
公
的
住
宅
が
供
給
さ
れ
て
い
る
が
、
住
民
の
高

齢
化
や
建
物
の
高
経
年
化
か
進
ん
で
い
る
。

住
ま
い
の
周
辺
の
静
け
さ
や
緑
、

利
便
性
は
高
い
評
価

　
次
に
居
住
地
選
択
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
利
便
性

や
住
環
境
な
ど
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

　
住
宅
か
ら
最
寄
り
の
駅
ま
で
の
距
離
に
つ
い
て
み
る
と

所有の関係別住宅に住む
指定都市の持ち家率

10

一般世帯数の割合図2 図１
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［
図
５
］
、
２
０
０
ｍ
未
満
が
８
・
９
％
、
２
０
０
～
５
０
０
ｍ

未
満
が
1
5
・
３
％
、
５
０
０
～
１
㎞
未
満
が
2
7
％
で
１
㎞

未
満
で
半
数
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
、
最
寄
り
の
駅
ま
で

１
㎞
以
上
で
あ
り
バ
ス
停
ま
で
の
距
離
も
５
０
０
ｍ
以
上

で
あ
る
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
に
く
い
住
宅
の
割
合
も
８
％
弱
、
お
よ
そ
１
１
万
７
千
戸

ほ
ど
に
な
る
。

　
１
住
宅
あ
た
り
の
延
べ
面
積
は
、
全
体
と
し
て
は
増

加
し
続
け
て
お
り
、
8
3
年
か
ら
0
8
年
ま
で
の
2
5
年
間
に

８
・
５
㎡
ほ
ど
広
く
な
っ
た
。
設
備
面
で
は
、
高
齢
者
等
の

た
め
の
設
備
が
「
な
い
」
が
全
体
の
4
8
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
状
況
は
、
持
ち
家
で
あ
れ
ば
一
戸
建
で
約
3
5
％
、
共

同
住
宅
で
も
約
4
0
％
で
あ
る
が
、
借
家
の
場
合
、
一
戸
建

新設住宅の着工件数

社
会
の
変
化
と
横
浜
の
現
状

で
6
8
％
、
共
同
住
宅
で
は
7
3
％
に
も
上
る
。
た
だ
し
、
6
5

歳
以
上
の
人
が
い
る
世
帯
に
限
っ
て
み
る
と
3
7
％
と
な

り
、
６
割
は
手
す
り
な
ど
高
齢
者
等
に
対
応
し
た
設

備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
住
環
境
に
関
す
る
満
足
度
で
は
、
「
周
辺
の
静
け
さ
」

や
「
緑
や
自
然
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
豊
か
さ
」
で
満

足
度
が
高
い
。
「
交
通
・
通
勤
な
ど
の
便
利
さ
」
、
「
ふ
だ
ん

買
い
物
を
す
る
場
所
の
近
さ
」
で
は
、
６
割
前
後
が
満

足
し
て
い
る
一
方
で
、
お
よ
そ
２
割
が
不
満
を
感
じ
て

い
る
。
ま
た
、
「
飲
食
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
の
便
利
さ
」
、
「
遊

び
や
余
暇
活
動
の
便
利
さ
」
は
「
悪
い
」
と
す
る
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
［
図
６
］

住宅数・空き家数の推移

最寄りの交通機関
までの距離

住まいの環境に関する評価
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11

横
浜
の
経
済
の
現
在

横
浜
市
の
産
業
構
造
～
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
、

労
働
派
遣
業
の
従
業
者
の
比
率
が
多
い

　
0
9
（
平
成
2
1
）
年
７
月
現
在
、
横
浜
市
内
に
あ
る
事
業

所
数
は
お
よ
そ
1
2
万
３
千
、
そ
こ
に
働
く
従
業
者
数
は

１
５
５
万
人
で
あ
る
。
産
業
別
に
み
る
と
、
最
も
多
い

の
は
「
卸
売
業
、
小
売
業
」
で
、
事
業
所
数
は
約
２
万
９

千
事
業
所
、
全
事
業
所
に
し
め
る
割
合
は
2
3
・
６
％
を

占
め
て
お
り
、
従
業
者
数
で
も
3
0
万
人
弱
（
1
9
・
２
％
）

と
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
小
売
業
は
、
事
業
所
全
体
の

1
7
・
２
％
、
従
業
者
の
1
3
・
８
％
を
占
め
る
。
次
に
事
業

所
数
の
多
い
産
業
は
「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」

（
1
2
・
６
％
）
で
あ
る
が
、
従
業
者
数
で
は
９
・
７
％
で
、

「
製
造
業
」
（
1
0
・
５
％
）
、
「
医
療
、
福
祉
」
（
1
0
・
４
％
）

よ
り
少
な
い
。
［
図
１
］

　
さ
ら
に
細
か
い
分
類
で
見
る
と
、
事
業
所
数
の
割
合
が

多
い
の
は
「
貸
家
業
、
貸
間
業
」
、
「
美
容
業
≒
酒
場
、
ビ
ヤ

ホ
ー
ル
」
で
、
全
国
と
比
べ
あ
ま
り
大
き
な
差
は
な
い
が
、

事
業
者
数
の
割
合
で
は
、
全
国
に
比
べ
て
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

業
」
、
「
労
働
者
派
遣
業
」
が
か
な
り
多
く
な
っ
て
い
る
。

横
浜
を
支
え
る
産
業

　
い
わ
ゆ
る
「
サ
ー
ビ
ス
化
」
は
横
浜
市
で
も
顕
著
に

現
れ
て
お
り
、
市
内
総
生
産
に
対
す
る
産
業
別
の
割

合
を
み
る
と
、
「
サ
ー
ビ
ス
業
」
の
占
め
る
割
合
は
0
9

（
平
成
2
1
）
年
度
で
2
7
・
８
％
と
最
も
多
く
、
9
6
（
平
成

８
）
年
度
か
ら
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
上
昇
し
て
い
る
。
ま

た
、
「
不
動
産
業
」
も
肌
（
平
成
１
３
）
年
度
以
降
に
そ
の

割
合
を
増
し
、
0
9
（
平
成
2
1
）
年
度
は
お
よ
そ
2
0
％
と

な
っ
た
。

　
一
方
で
、
「
製
造
業
」
は
、
事
業
所
数
、
従
業
者
数
、
製

造
品
出
荷
額
と
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
市
内
総
生
産

に
占
め
る
割
合
も
、
0
2
～
0
6
（
平
成
1
4
）
年
度
は
一
時

横
ば
い
で
あ
っ
た
が
、
長
期
的
に
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、
9
6
（
平
成
８
）
年
度
の
約
1
7
％
か
ら
、
0
9
（
平
成
2
1
）

年
度
に
は
約
９
％
に
ま
で
大
き
く
減
少
し
た
。

　
「
卸
売
・
小
売
業
」
は
、
9
6
（
平
成
８
）
年
度
以
降
、

1
3
％
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
あ
ま
り
大
き
な
変
化

は
み
ら
れ
な
い
。

働
く
場
と
し
て
の
横
浜

　
事
業
所
の
所
在
地
を
区
別
に
み
る
と
、
最
も
事
業

所
数
の
多
い
中
区
と
港
北
区
で
事
業
所
数
が
１
万
を

超
え
、
市
内
事
業
所
に
占
め
る
割
合
も
そ
れ
ぞ
れ
1
2
・

０
％
、
９
・
６
％
で
あ
る
。
従
業
者
数
で
は
、
最
も
多
い

中
区
で
は
2
0
万
人
を
超
え
、
割
合
も
約
1
3
％
で
あ
る
。

さ
ら
に
細
か
く
メ
ッ
シ
ュ
別
に
み
て
み
る
と
［
図
４
］
、
横

浜
駅
周
辺
と
、
関
内
～
桜
木
町
～
み
な
と
み
ら
い
周

横浜市の産業大分類別事業所数と従業者数の割合
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辺
に
多
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
ほ
か
、

鶴
見
、
綱
島
、
新
横
浜
、
セ
ン
タ
ー
南
、
上
大
岡
な
ど
の

各
駅
周
辺
に
立
地
し
て
い
る
。

　
1
0
（
平
成
2
2
）
年
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
市
内
で
働

く
人
の
う
ち
横
浜
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
は
7
4
％
で
、

あ
と
の
約
2
5
％
は
、
川
崎
市
、
横
須
賀
市
、
藤
沢
市
な

ど
の
県
内
東
京
都
区
部
な
ど
か
ら
の
通
勤
者
で
あ

る
。
産
業
別
に
み
て
み
る
と
、
「
情
報
通
信
業
」
で
は
４

割
以
上
が
市
外
居
住
者
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
宿
泊

業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」
や
「
医
療
、
福
祉
」
な
ど
で
市

民
の
占
め
る
割
合
は
８
割
を
超
え
て
い
る
。

　
逆
に
、
就
業
し
て
い
る
横
浜
市
民
の
う
ち
、
自
宅
を

含
め
市
内
で
働
い
て
い
る
人
は
5
8
・
７
％
で
あ
る
。
こ
の

横浜市の経済成長率の推移

社
会
の
変
化
と
横
浜
の
現
状

う
ち
自
宅
以
外
の
自
分
か
住
む
区
で
働
く
人
が
2
5
・

５
％
、
市
内
の
他
の
区
が
2
7
・
５
％
で
あ
る
。
一
方
、
市
外

へ
通
勤
し
て
い
る
の
は
4
1
・
３
％
で
、
そ
の
う
ち
６
割
以

上
が
東
京
都
区
部
で
働
い
て
い
る
。

　
こ
の
横
浜
市
に
住
む
就
業
者
と
横
浜
市
で
働
く
従

業
者
と
の
関
係
を
比
率
で
表
す
就
従
比
率
は
、
8
3
・
６

で
、
通
勤
で
市
外
に
流
出
す
る
人
が
、
市
内
へ
流
入
し

て
く
る
人
よ
り
多
い
。
区
別
で
み
る
と
、
西
区
（
２
５

８
・
４
）
、
中
区
（
２
５
０
・
０
）
で
は
、
い
ず
れ
も
１
０
０

を
大
き
く
超
え
て
お
り
、
区
外
、
特
に
市
内
の
ほ
か
の

区
か
ら
流
人
が
多
く
、
区
内
従
業
者
の
お
よ
そ
半
数

を
占
め
て
い
る
。

市内総生産の経済活動別割合

250mメッシュ別事業所数
図４就業者の流出入状況
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